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は
じ
め
に

飛
鳥
井
雅
有
（
一
二
四
一
〜
一
三
○
一
）
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
公

家
で
あ
り
、
蹴
鞠
・
和
歌
・
古
典
学
の
才
能
を
も
っ
て
鎌
倉
幕
府
と

宮
廷
の
両
方
に
仕
え
た
。
雅
有
は
五
つ
の
日
記
・
紀
行
文
（『
無
名
の

記
』（『
仏
道
の
記
』
と
も
呼
ぶ
）『
嵯
峨
の
か
よ
ひ
』『
も
が
み
の
河
路
』『
み
や

ぢ
の
別
れ
』『
春
の
深
山
路
』）
を
残
し
て
い
る
。
雅
有
が
著
し
た
日
記
・

紀
行
文
の
中
で
、『
春
の
深
山
路
』
の
内
容
は
も
っ
と
も
充
実
的
で

あ
り
、「
豊
潤
な
作
品
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（『
飛
鳥
井
雅
有
日
記
全

釈
』「
解
説
」）。『
春
の
深
山
路
』
の
前
半
三
分
の
二
は
弘
安
三
年
（
一

二
八
○
）
正
月
か
ら
、
雅
有
が
東
宮
（
熈
仁
親
王
、
後
の
伏
見
天
皇
）
御

所
に
仕
え
る
日
記
で
あ
り
、
後
半
三
分
の
一
は
同
年
末
、
雅
有
が
鎌

倉
へ
東
下
す
る
旅
日
記
で
あ
る
。

雅
有
は
『
春
の
深
山
路
』
の
最
後
に
、
都
か
ら
鎌
倉
に
下
向
す
る

旅
を
記
し
な
が
ら
、
東
宮
へ
の
思
い
や
、
東
宮
の
即
位
へ
の
強
い
関

心
を
表
し
て
い
る
。
雅
有
の
紀
行
文
の
中
で
、
都
か
ら
鎌
倉
へ
の
旅

を
記
す
も
の
は
ほ
か
に
も
『
も
が
み
の
河
路
』『
み
や
ぢ
の
別
れ
』

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
都
へ
の
懐
か
し
み
を
表
す
が
、『
春
の
深
山
路
』

の
よ
う
に
、
都
に
い
る
特
定
の
人
へ
の
思
慕
や
政
治
的
な
意
向
を
明

示
す
る
こ
と
は
な
い（

（
（

。

本
論
文
で
は
、『
春
の
深
山
路
』
に
お
け
る
雅
有
と
東
宮
の
親
密

な
関
係
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
蹴
鞠
の
側
面
か
ら
考
え
て

み
た
い
。
ま
た
、『
春
の
深
山
路
』
に
お
け
る
東
宮
へ
の
思
い
の
表

現
方
法
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
雅
有
が
『
春
の
深
山
路
』
を
書
い

た
理
由
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
飛
鳥
井
家
に
つ
い
て

飛
鳥
井
家
は
雅
有
の
祖
父
で
あ
る
雅
経
（
一
一
七
〇
～
一
二
二
一
）

の
代
に
、
雅
経
が
大
江
広
元
の
娘
を
娶
り
、
鎌
倉
と
縁
を
結
ん
だ
。

そ
し
て
雅
経
の
子
・
教
定
は
京
で
は
な
く
、
鎌
倉
を
本
拠
に
し
て
活

『
春
の
深
山
路
』
に
お
け
る
飛
鳥
井
雅
有
と
東
宮

―
蹴
鞠
の
側
面
か
ら
考
え
る
―

湯　

書
華
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動
し
た
と
推
測
さ
れ
る
（『
飛
鳥
井
雅
有
日
記
全
釈
』「
解
説
（
（
（

」）。
雅
有
は

父
・
教
定
と
と
も
に
、
公
家
で
あ
り
な
が
ら
蹴
鞠
・
和
歌
の
才
能
を

も
っ
て
将
軍
に
仕
え
、
二
十
歳
前
半
ま
で
は
鎌
倉
を
中
心
と
す
る
生

活
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
四
月
、
雅

有
の
二
十
六
歳
の
時
に
父
が
急
死
し
、
七
月
に
は
幼
少
よ
り
仕
え
て

き
た
宗
尊
親
王
が
将
軍
を
廃
さ
れ
て
、
京
へ
送
還
さ
れ
た
。
鎌
倉
で

は
先
達
・
庇
護
者
を
失
っ
た
た
め
か
、
こ
の
頃
か
ら
雅
有
は
京
と
鎌

倉
の
間
を
往
来
す
る
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
春
の
深
山
路
』
が
記
さ
れ
た
弘
安
三
年
（
一
二
八
○
）
に
は
、
治

天
と
天
皇
の
継
承
が
両
統
迭
立
の
状
態
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
当

時
は
大
覚
寺
統
の
後
宇
多
天
皇
が
在
位
し
、
そ
の
父
・
亀
山
院
が
院

政
を
行
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
持
明
院
統
の
熈
仁
親
王
が
立
太
子
さ

れ
、
父
・
後
深
草
院
が
亀
山
院
の
次
に
院
政
を
し
く
こ
と
が
約
束
さ

れ
て
い
る
。
飛
鳥
井
家
は
、
雅
有
が
『
春
の
深
山
路
』
を
記
す
前

に
、
持
明
院
統
・
大
覚
寺
統
の
ど
ち
ら
に
傾
く
の
か
を
明
ら
か
に
示

す
こ
と
は
な
く
、
雅
有
が
弘
安
三
年
正
月
に
持
明
院
統
の
東
宮
に
出

仕
し
た
一
方
、
雅
有
の
娘
が
弘
安
三
年
正
月
よ
り
前
か
ら
宰
相
典
侍

と
し
て
大
覚
寺
統
の
後
宇
多
天
皇
に
仕
え
て
い
る
ら
し
い
（『
春
の
深

山
路
』
正
月
十
三
日
条
）。

蹴
鞠
は
飛
鳥
井
家
の
家
業
で
あ
る
。
雅
有
の
蹴
鞠
書
『
内
外
三
時

抄
』
の
序
に
よ
る
と
、
彼
の
高
祖
父
で
あ
る
藤
原
頼
輔
は
、
蹴
鞠
の

聖
と
称
さ
れ
る
藤
原
成
通
の
弟
子
で
あ
り
、
成
通
の
推
薦
に
よ
っ
て

後
白
河
院
の
蹴
鞠
の
師
範
と
な
っ
た
と
い
う
。

鎌
倉
時
代
の
鞠
会
に
お
い
て
は
、
勝
負
の
結
果
よ
り
も
作
法
の
正

し
さ
を
重
視
し
た
た
め
、
鞠
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
作
法
が
必
要
で
あ

る
。
た
と
え
ば
鞠
会
の
始
め
に
鞠
を
枝
に
つ
け
る
「
付
鞠
」、
枝
に

付
け
ら
れ
た
鞠
を
鞠
場
に
運
ん
で
置
く
「
置
鞠
」、
会
場
で
枝
か
ら

鞠
を
解
く
「
解
鞠
」、
プ
レ
ー
の
始
め
に
鞠
を
蹴
り
上
げ
る
「
上
鞠
」、

会
の
最
後
に
鞠
を
袖
に
受
け
取
っ
て
お
さ
め
る
「
取
鞠
」
な
ど
の
作

法
が
あ
る
（『
蹴
鞠
の
研
究
―
公
家
鞠
の
成
立
―
』）。
そ
の
中
で
も
特
に

「
上
鞠
（
あ
げ
ま
り
）」
が
鞠
会
で
は
も
っ
と
も
名
誉
な
役
と
さ
れ
、

鎌
倉
時
代
の
鞠
会
で
は
、
天
皇
や
院
が
自
ら
上
げ
鞠
を
す
る
場
合
を

除
い
て
、
上
鞠
は
必
ず
重
代
の
家
の
も
の
が
勤
め
る
こ
と
に
決
ま
っ

て
い
た
。
後
述
す
る
と
お
り
、
飛
鳥
井
家
は
雅
有
の
高
祖
父
藤
原
頼

輔
（
一
一
一
二
〜
一
一
八
六
）
の
代
か
ら
鞠
の
芸
を
相
伝
し
て
お
り
、

上
鞠
を
勤
め
る
重
代
の
家
の
一
つ
で
あ
る
。

二
、
雅
有
と
為
家
・
為
世

（
一
）
雅
有
と
為
家

雅
有
の
日
記
に
見
え
る
都
で
の
蹴
鞠
活
動
の
中
で
は
、
彼
が
『
嵯

峨
の
か
よ
ひ
』
に
記
す
、
藤
原
為
家
の
小
倉
山
荘
で
参
加
し
た
鞠
会

が
も
っ
と
も
早
い
。
藤
原
為
家
の
子
・
為
氏
が
雅
有
の
姉
を
娶
っ

て
、
為
世
を
産
ん
だ
こ
と
か
ら
、
為
家
の
御
子
左
家
は
雅
有
の
飛
鳥
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井
家
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
。
本
章
第
二
節
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
為

家
は
蹴
鞠
に
優
れ（

（
（

、
為
家
以
降
、
御
子
左
家
も
蹴
鞠
の
重
代
の
家
と

な
っ
て
い
る
。

『
嵯
峨
の
か
よ
ひ
』
は
雅
有
の
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
の
日
記
で

あ
る
。
雅
有
と
為
家
の
関
係
の
良
さ
は
『
嵯
峨
の
か
よ
ひ
』
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。
雅
有
は
為
家
を
尊
敬
し
、
為
家
は
蹴
鞠
に
お
い
て
飛

鳥
井
家
の
重
代
の
家
の
地
位
を
認
め
て
、
雅
有
の
才
能
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。
為
家
の
山
荘
で
鞠
会
を
催
し
た
時
、
主
人
の
為
家
は
雅

有
が
上
鞠
を
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

（
二
）
雅
有
と
為
世

雅
有
が
作
っ
た
蹴
鞠
書
『
内
外
三
時
抄
』（
正
応
四
年
、
一
二
九
一
年

前
後
に
成
立
）
の
序
に
よ
る
と
、
飛
鳥
井
家
は
雅
有
の
高
祖
父
藤
原

頼
輔
（
一
一
一
二
〜
一
一
八
六
）
の
代
か
ら
鞠
の
芸
を
相
伝
し
て
い
る

と
い
う
。

こ
ゝ
に
拾
遺
亜
相（

（
（

と
い
ふ
人
あ
り
、
こ
の
道
に
独
歩
し
て
此
芸

に
尊
長
た
り
、
こ
の
わ
ざ
古
今
に
こ
え
、
其
徳
神
明
に
通
せ

り
、
ふ
か
く
未
萌
を
て
ら
し
て
、
我
跡
の
つ
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
事

を
か
ゞ
み
、
と
を
く
未
兆
を
察
て
、
他
家
の
つ
た
ふ
べ
き
こ
と

を
存
ず
、
し
か
る
に
高
祖
父
刑
部
尚
書（

（
（

、
幸
に
此
芸
に
達
し

て
、
つ
い
て
其
誉
を
あ
ら
は
す
、
亜
相
こ
れ
を
感
じ
て
譜
第
の

跡
と
し
、
こ
れ
を
推
て
聖
皇
の
師
と
す
、
そ
れ
よ
り
こ
の
か

た
、
当
家
相
続
し
て
ほ
ど
〳
〵
国
師
た
り
。

そ
れ
に
対
し
て
、
御
子
左
家
の
蹴
鞠
書
『
遊
庭
秘
抄（

（
（

』「
根
源
事
」

に
よ
る
と
、
御
子
左
家
は
藤
原
為
家
（
一
一
九
八
〜
一
二
七
五
）
の
代

に
初
め
て
蹴
鞠
の
重
代
の
家
と
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
御
子
左
家
の

蹴
鞠
書
『
遊
庭
秘
抄
』
で
さ
え
も
、
自
ら
の
家
の
歴
史
を
述
べ
る
前

に
、
飛
鳥
井
雅
経
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

卿
相
に
堪
能
の
初
な
り
し
は
拾
遺
納
言
成
通
卿
。
地
下
に
無
双

の
上
手
と
申
初
し
は
賀
茂
成
平
也
。
明
日
香
井
家
に
蹴
初
し
は

参
議
雅
経
卿
。
難
波
家
に
揚
初
し
は
三
品
宗
長
卿
也
。
当
流

は
。
中
院
入
道
大
納
言
為
家
卿
従　
レ

奉　
レ

受
二

後
鳥
羽
上
皇
勅

説
一

。
至
二

愚
身
一

既
五
代
。

つ
ま
り
、
飛
鳥
井
家
が
蹴
鞠
の
芸
を
相
伝
す
る
歴
史
は
、
御
子
左

家
よ
り
長
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
雅
有
は
東
宮
の
蹴
鞠
師
範
で
あ

り
、
さ
ら
に
為
世
の
蹴
鞠
の
師
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
に
示
す

『
春
の
深
山
路
』
弘
安
三
年
（
一
二
八
○
）
正
月
十
九
日
条
の
傍
線
部

か
ら
知
ら
れ
る
。

十
九
日（

（
（

。
春
宮
の
御
鞠
始
な
り
。
ま
づ
参
内
。
そ
の
後
坊
に
参
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る
。
女
房
「
今
日
御
鞠
始
な
り
。
御
師
匠
の
身
な
が
ら
立
た
ざ

ら
む
こ
と
本
意
な
か
る
べ
し
。
且
は
院（

（
（

の
御
方
よ
り
も
し
き
り

に
仰
あ
り
。
い
か
さ
ま
に
も
立
つ
べ
し
。（
中
略
）
上
鞠
す
べ
き

由
か
ね
て
仰
せ
あ
れ
ど
も
、
今
日
は
所
望
も
か
な
は
ず
、
快
か

ら
ね
ば
、
為
世
に
譲
り
て
退
き
ぬ
。
こ
の
人
親
し
き
上
、
も
と

よ
り
弟
子
に
て
あ
れ
ば
、
そ
の
や
う
と
ふ
教
へ
て
せ
さ
せ
ぬ
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
為
家
の
山
荘
だ
け
で
な
く
、
東
宮
御
所
の
鞠
会
に
お

い
て
も
、
雅
有
が
御
子
左
家
を
抑
え
て
上
鞠
を
勤
め
る
こ
と
は
順
当

で
あ
る
。

し
か
し
、
為
家
が
雅
有
の
上
鞠
の
地
位
を
認
め
、
雅
有
が
為
家
の

前
で
は
謙
虚
な
態
度
を
示
す
と
い
う
、
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
と

は
違
い
、
次
に
示
す
『
春
の
深
山
路
』
弘
安
三
年
三
月
二
十
七
日
条

に
よ
れ
ば
、
上
鞠
を
め
ぐ
っ
て
雅
有
と
為
世
と
の
間
に
確
執
が
起
こ

る
。

廿
七
日
。
東
宮
御
鞠
な
り
。
大
柳
の
懸（

（
（

に
て
あ
る
べ
き
由
、
兼

て
催
さ
る
。
初
め
て
近
衛
の
内
府（

（1
（

参
る
に
よ
り
て
、
引
き
繕
は

る
。
上
鞠
の
こ
と
に
よ
り
て
、
わ
ゝ
し
き
こ
と
あ
り
し
か
ど
、

終
に
勤
め
ぬ
。
今
の
世
の
中
、
い
と
う
る
さ
き
こ
と
な
り
。
人

に
心
を
許
し
、
た
と
ひ
親
し
き
人
な
り
と
も
、
弟
子
な
り
と

も
、
打
ち
解
く
ま
じ
き
こ
と
に
こ
そ
。
細
か
に
は
む
つ
か
し
け

れ
ば
、
書
か
ず
。
人
々
皆
知
り
た
る
こ
と
な
り
か
し
。

つ
ま
り
、
後
深
草
院
御
所
の
大
柳
の
庭
で
催
さ
れ
る
、
東
宮
主
催
の

鞠
会
で
、
為
世
と
雅
有
と
は
上
鞠
を
め
ぐ
っ
て
何
か
も
め
ご
と
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
雅
有
は
詳
し
く
記
し
て
い

な
い
の
で
、
一
体
ど
う
い
っ
た
事
件
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
、
師
匠
の
雅
有
が
出
席
し
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
為
世
が

上
鞠
を
し
た
い
意
思
を
表
し
た
た
め
、
確
執
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ

う
。前

に
述
べ
た
と
お
り
、
家
柄
の
面
か
ら
言
え
ば
、
飛
鳥
井
家
は
蹴

鞠
の
重
代
の
家
で
あ
る
。
私
的
な
関
係
か
ら
言
え
ば
、
為
世
の
祖

父
・
為
家
は
雅
有
の
蹴
鞠
の
技
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
ま
た
、
為

世
は
雅
有
の
甥
で
あ
り
、
弟
子
で
も
あ
る
。
自
分
が
権
威
を
持
っ
て

い
る
分
野
で
、
親
し
い
弟
子
と
確
執
が
起
こ
っ
た
の
は
、
雅
有
に

と
っ
て
非
常
に
面
目
の
な
い
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。

三
、
雅
有
と
東
宮

で
は
、
こ
の
確
執
は
い
か
に
解
決
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

上
鞠
を
め
ぐ
る
雅
有
・
為
世
の
確
執
は
、
雅
有
が
上
鞠
の
役
目
を

す
る
と
い
う
結
末
に
終
わ
っ
た
。
雅
有
は
『
春
の
深
山
路
』
で
淡
々

と
し
て
こ
の
事
件
を
記
し
た
が
、
彼
が
上
鞠
を
担
当
す
る
と
決
断
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し
、
弟
子
の
前
に
雅
有
の
面
目
を
保
っ
た
の
は
東
宮
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
る（

（1
（

。
確
か
に
、
東
宮
の
前
で
催
さ
れ
た
鞠
会
で
あ
る
た
め
、
た

と
え
東
宮
が
直
接
に
決
断
を
下
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
雅
有
が
上

鞠
を
す
る
と
い
う
結
果
に
は
、
や
は
り
東
宮
が
あ
る
程
度
関
与
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

雅
有
・
為
世
の
上
鞠
を
め
ぐ
る
確
執
が
起
こ
っ
た
二
ヶ
月
後
、
今

回
の
鞠
会
で
は
御
子
左
家
の
為
氏
が
世
話
役
を
担
当
す
る
こ
と
を
事

前
に
了
承
す
る
よ
う
に
と
の
手
紙
が
、
東
宮
の
女
房
か
ら
雅
有
に
渡

さ
れ
て
い
る
（『
春
の
深
山
路
』
の
五
月
十
四
日
条
）。

十
四
日
。
朝
、
東
宮
の
女
房
よ
り
文
あ
り
。
今
日
藤
大
納
言
為

氏
卿
奉
行（

（1
（

と
し
て
、
御
鞠
あ
る
べ
し
、
そ
の
旨
を
存
知
す
べ
き

由
な
り
。
こ
れ
は
上
鞠
渡
し（

（1
（

の
後
な
れ
ば
、
も
し
思
ふ
や
う
な

ど
あ
ら
ば
の
御
用
意
な
れ
ば
、
殊
に
か
し
こ
ま
り
入
る
由
申

す
。

前
に
雅
有
が
為
氏
の
子
・
為
世
と
も
め
ご
と
が
あ
っ
た
の
で
、
東

宮
は
そ
れ
を
考
慮
し
て
前
も
っ
て
今
回
の
鞠
会
の
世
話
役
を
知
ら
せ

て
き
た
の
だ
ろ
う
。「
何
か
思
っ
て
い
る
こ
と
（
御
子
左
家
の
人
が
世
話

役
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
不
安
な
こ
と
や
、
不
満
な
こ
と
を
指
す
だ
ろ
う
）

が
あ
れ
ば⋯

⋯

」
と
の
手
紙
か
ら
、
東
宮
の
雅
有
へ
の
心
遣
い
が
窺

わ
れ
る
。
手
紙
を
も
ら
っ
た
雅
有
は
、
東
宮
の
厚
意
を
感
じ
て
、
こ

の
鞠
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

当
時
、
蹴
鞠
の
家
の
間
に
上
鞠
を
め
ぐ
っ
て
確
執
が
起
こ
る
事
件

は
珍
し
く
な
い
。『
伏
見
天
皇
宸
記
』
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
三
月

二
日
条
に
は
、
上
鞠
の
こ
と
に
つ
い
て
難
波
宗
継
の
不
満
が
見
ら
れ

る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
と
き
、
伏
見
天
皇
は
飛
鳥
井
家
・
御

子
左
家
よ
り
も
蹴
鞠
の
重
代
の
家
で
あ
る
難
波
家
の
宗
継（

（1
（

で
は
な

く
、
御
子
左
家
の
庶
流
の
京
極
為
兼
に
上
鞠
の
役
目
を
与
え
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
っ
て
、
伏
見
天
皇
が
必
ず
し
も
蹴
鞠
の
家

柄
を
も
っ
て
上
鞠
の
人
を
選
ぶ
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。

右
の
正
応
二
年
の
時
は
、
上
鞠
を
為
兼
に
指
名
す
る
理
由
に
つ
い

て
、
伏
見
天
皇
は
そ
の
日
、
為
兼
が
上
首
に
座
っ
て
い
た
か
ら
だ
と

『
伏
見
天
皇
宸
記
』
に
記
す
。
し
か
し
、
為
兼
の
正
応
年
間
の
政
治

上
で
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
い（

（1
（

こ
と
を
考
案
す
れ
ば
、
果
た
し
て
上
首

に
座
っ
て
い
た
と
い
う
理
由
の
み
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
政
治
的
な
考
え
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
宗
継
は
伏
見
天
皇
の
決
断
に
納
得
で
き
な
か
っ

た
。
次
に
引
用
す
る
『
伏
見
天
皇
宸
記
』
に
よ
れ
ば
、
自
ら
鞠ま

り

庭に
わ

に

入
っ
て
懸

か
か
り

の（
（1
（

下
に
立
ち
、
数
刻
待
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
呼
び
戻
さ
れ

る
な
ど
、
お
か
し
な
振
る
舞
い
を
し
た
と
い
う
。

三
月
二
日
辛
巳
、
晴
、
於
大
柳
有
蹴
鞠
、
花
山
院
大
納
言
、
前

源
宰
相
、
為
兼
朝
臣
、
為
雄
朝
臣
、
範
藤
朝
臣
、
為
雅
朝
臣
遅 
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参
、
為
実
朝
臣
、
宗
継
朝
臣
今
日
可
上
鞠
之
由
所
望
、
而
為

内
々
儀
就
上
首
可
為
兼
朝
臣
之
由

仰
之
、
及
再
三
問
答
、
猶
不
聴
之
、
宗
継
朝
臣
進
出
立

懸
下
之
後
、
数
刻
待
之
、
猶
召
返
、
尾
籠
奇
怪
事
也
風
吹
之

間
鞠
不
上
、
及
酉
半
風
頗
静
、
欲
昏
事
了
、

正
応
二
年
の
こ
の
事
件
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
弘
安
三
年
の
為
世
・

雅
有
間
の
確
執
に
お
い
て
も
、
東
宮
（
後
の
伏
見
天
皇
）
が
雅
有
の
ほ

う
に
傾
い
た
理
由
は
、
飛
鳥
井
家
の
蹴
鞠
の
家
柄
に
よ
る
わ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
要
素
を
考
え
て
い
た
た
め
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
断
言
で
き
な
い
が
、
東
宮
が
雅
有
に
加
担
す
る
理
由
の

中
に
は
、
政
治
的
な
考
え
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
春
の
深
山
路
』
の
弘
安
三
年
六
月
二
十
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
雅

有
は
鎌
倉
側
よ
り
、
下
向
を
要
請
す
る
手
紙
を
も
ら
っ
て
い
る（

（1
（

。
十

月
二
十
六
日
に
、
雅
有
は
後
深
草
院
の
方
か
ら
東
下
の
延
期
を
要
請

さ
れ
た
。
し
か
し
、
関
東
祗
候
の
廷
臣
で
あ
る
雅
有
に
と
っ
て
、
東

下
を
延
期
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

十
一
月
十
四
日
、
雅
有
は
都
を
出
立
す
る
。
そ
の
前
日
に
『
春
の

深
山
路
』
に
は
「
東
宮
御
前
に
て
、
関
の
あ
な
た
に
て
申
べ
き
事
書

な
ど
、
賜
ぬ
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
東
宮
は
雅
有
を
通
じ
て
鎌
倉

幕
府
に
何
か
の
事
項
（
皇
位
継
承
に
関
す
る
こ
と
だ
ろ
う（

（1
（

）
を
伝
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

十
一
月
二
十
六
日
、
雅
有
は
鎌
倉
に
着
く
。
十
一
月
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
の
記
録
に
つ
い
て
は
次
の
第
四
章
で
詳
し
く
検
討
す

る
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
雅
有
が
鎌
倉
に
着
い
た
後
、
東
宮
か
ら

も
ら
っ
た
手
紙
を
見
て
み
よ
う
。

次
に
引
用
す
る
『
春
の
深
山
路
』
十
二
月
晦
日
条
に
は
、
東
宮
か

ら
の
文
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
雅
有
が
東

下
し
た
後
に
東
宮
が
詠
ん
だ
歌
も
記
さ
れ
て
い
た
。
引
用
に
傍
線
を

附
し
た
和
歌
は
、「
今
で
も
や
は
り
木
綿
付
鳥
の
よ
う
に
泣
い
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
、
出
発
の
前
に
言
っ
て
い
た
こ
と
に
た
が
わ
ぬ
心
で

あ
る
な
ら
ば
」（「
外
村
南
都
子
校
註
・
訳
「
春
の
深
山
路
」）
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
東
宮
の
雅
有
へ
の
思
い
が
深
く
て
、
傍
線
を
附
し
た
和
歌

か
ら
「
前
に
都
に
い
た
時
の
心
（
持
明
院
統
に
傾
く
心
を
指
す
だ
ろ
う
）

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば⋯

⋯

」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
読
み
取
れ
る
だ

ろ
う
。京

よ
り
文
ど
も
あ
り
。
見
れ
ば
「
東
宮
の
御
方
よ
り
」
と
て
あ

る
を
、
ま
づ
慌
て
見
れ
ば
、
右
衛
門
督
局（

（1
（

の
文
細
か
に
て
、
下

り
し
後
の
御
日
記
、
御
探さ

ぐ
り

題だ
い

の
短た
ん

冊じ
や
く

下
し
賜
る
。
目
も
く
れ

て
、
読
み
も
解
か
れ
ね
ば
、
律
師
に
読
ま
せ
て
泣
き
居
た
り
。

か
ゝ
ら
ぬ
に
だ
に
酔ゑ

ゐ
泣
き
は
す
る
癖
に
、
ま
し
て
か
や
う
に

仰
せ
下
さ
る
れ
ば
、
と
ど
め
が
た
き
涙
な
ら
む
か
し
。
探
題
に
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旅
と
い
ふ
こ
と
を
と
て
、

（
中
略
）

十
二
月
一
日
、
東
へ
便
あ
り
と
て
。
文
書
く
所
に
て
。

今
も
猶

な
なを

な
を（　

木ゆ

綿ふ

付つ
け

鳥
の
音
を
や
鳴
く
言
ひ
し
に
変
わ
る
心

な
ら
ず
は

此
歌
は
、
下
侍
し
時
、
御
会
に
、「
か
ね
て
よ
り
木
綿

付
鳥
の
音
を
ぞ
鳴
く
越
え
む
日
近
き
関
の
こ
な
た
に
」

と
よ
み
侍
し
こ
と
を
思
し
召
し
出
た
る
な
め
り
。
と
り

あ
へ
ぬ
涙
の
紛
れ
に
、

逢
坂
の
木
綿
付
鳥
よ
い
つ
ま
で
と
関
路
隔
て
ゝ
音
を
尽
す

ら
む

以
上
の
経
緯
に
鑑
み
る
と
、
東
宮
が
雅
有
を
優
遇
す
る
理
由
は
、

蹴
鞠
の
師
範
と
親
し
む
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
皇
位
継
承
に
関
す
る

事
項
を
鎌
倉
で
活
動
す
る
雅
有
を
通
じ
て
伝
え
る
こ
と
も
、
東
宮
は

望
ん
で
い
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
雅
有
の
東
宮
へ
の
思
い
、
お
よ
び
そ
の
表
現
方
法

雅
有
は
『
春
の
深
山
路
』
の
最
後
で
、
彼
が
都
か
ら
鎌
倉
へ
下
る

旅
に
つ
い
て
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
。
以
下
は
、
こ
の
部
分
の
東
宮

に
触
れ
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
、
雅
有
の
東
宮
へ
の
思
い
、
お
よ
び

そ
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

十
一
月
十
四
日
明
け
方
に
、
雅
有
は
都
を
出
よ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
、
法
勝
寺
の
辺
り
か
ら
東
宮
御
所
を
眺
め
て
、
東
宮
御
所
へ
の

未
練
を
和
歌
で
表
現
す
る
。

Ａ
春
の
宮
の
梢
明
け
暗
の
雲
の
絶
え
間
に
ほ
の
見
ゆ
れ
ば
、

慣
れ
慣
れ
し
宮
木
の
梢
今
朝
だ
に
も
よ
そ
に
隔
つ
る
明
け

暗
の
空

た
だ
涙
の
み
ぞ
、
ま
づ
行
く
道
の
先
に
立
ち
ぬ
る
。

十
四
日
夜
、
鏡
の
宿（

（2
（

に
泊
ま
っ
て
、
旅
の
枕
の
上
で
内
裏
・
東
宮

御
所
・
自
分
の
家
を
思
い
出
す
。

Ｂ
道
す
が
ら
は
、
行
き
か
ふ
旅
人
、
こ
の
も
か
の
も
の
山
河
木

草
な
ど
に
目
移
る
だ
に
、
な
ほ
来
し
方
は
忘
れ
ぬ
習
ひ
を
、
ま

し
て
取
り
静
め
ぬ
る
草
の
枕
の
淋
し
さ
に
、
つ
く
づ
く
思
へ

ば
、
雲
の
上
、
春
の
宮
の
中
、
こ
れ
に
添
は
れ
る
私
の
蓬
が
本

ま
で
、
思
ひ
残
さ
ず
、
恋
し
く
哀
れ
な
り
。
遊あ

そ

女び

ど
も
来
て
歌

ひ
の
の
し
れ
ど
、
心
に
も
入
ら
ね
ば
、
人
を
出
だ
し
て
ぞ
遊
ば

す
る
。
月
は
い
と
雲
も
な
く
、
鏡
の
山
に
影
見
ゆ
れ
ど
、
心
は

か
き
暗
し
て
ぞ
あ
る
。

立
ち
寄
れ
ば
月
に
ぞ
見
ゆ
る
鏡
山
し
の
ぶ
都
の
夜
半
の
お
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も
か
げ

十
五
日
、
愛
知
川（

（2
（

と
い
う
所
に
入
る
。
こ
こ
で
雅
有
は
、

Ｃ
つ
く
づ
く
と
思
ひ
出
づ
れ
ば
、
た
だ
今
は
御
学
問
の
程
に

や
。
下
り
侍
ら
ず
は
、
廂
に
出
御
待
ち
顔
に
て
、
な
が
め
居
ま

し
と
ま
で
お
ぼ
ゆ
る
ぞ
、
あ
ま
り
け
し
か
ら
ぬ
心
な
る
や

と
、
今
の
時
間
の
東
宮
の
活
動
や
、
下
向
し
な
か
っ
た
な
ら
今
自
分

が
し
て
い
る
は
ず
の
仕
事
を
想
像
す
る
。
ま
た
、
こ
う
い
う
東
宮
へ

の
思
い
は
あ
ま
り
に
常
軌
を
逸
し
て
い
る
と
自
ら
反
省
す
る
。

十
六
日
、
不
破
の
関
を
見
て
、
東
宮
の
即
位
の
時
に
行
わ
れ
る

「
固こ

関げ
ん

」（
（2
（

を
想
像
す
る
こ
と
に
な
り
、
涙
を
流
す
。

Ｄ
不
破
の
関
屋
を
見
れ
ば
、
東
宮
の
い
つ
と
な
く
待
ち
遠
に
の

み
思
し
た
る
御
即
位
の
時
は
、
こ
の
関
を
も
固
め
こ
そ
は
し
侍

ら
む
か
し
と
思
へ
ば
、
涙
ぐ
ま
る
。

十
七
日
、
美
濃
と
尾
張
国
の
境
の
あ
た
り
に
着
く
。
高
桑
の
宮（

（2
（

を

見
て
、Ｅ

高
桑
の
宮
と
て
、
雅
成
親
王（

（2
（

の
御
荘
に
て
お
は
し
き
。
宮
と

申
す
名
も
む
つ
ま
し
く
て
、
急
ぎ
見
や
れ
ば
、
た
だ
白
砂
の
岸

遠
く
し
て
、
青
松
の
垣
の
跡
の
み
あ
り
。
い
と
ど
慰
む
方
な

し
。
い
づ
く
に
移
ろ
ひ
給
ひ
に
け
む
と
、
そ
の
事
と
な
く
哀
れ

な
り
。

と
述
べ
る
。
な
つ
か
し
い
と
感
じ
る
の
は
、
東
宮
の
こ
と
を
思
い
出

し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
記
録
が
極
め
て

簡
略
で
あ
る
た
め
、
雅
有
の
心
持
ち
は
詳
し
く
知
れ
な
い
。

二
十
四
日
、
雅
有
は
伊
豆
国
の
三
島
大
社
に
着
く
。
伊
予
国
に
も

三
島
神
社
が
あ
る
が
、
そ
の
伊
予
の
三
島
は
伊
豆
の
三
島
を
本
神
と

考
え
て
い
る
。
一
方
、
伊
豆
の
三
島
は
伊
予
を
本
社
と
み
な
し
て
い

る
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
雅
有
は
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
る
仁
徳

天
皇
と
菟う

道じ
の

稚わ
き

郎い
ら
つ

子こ

と
の
皇
位
を
譲
り
合
う
こ
と
を
思
い
出
す
。

さ
ら
に
、『
日
本
書
紀
』
の
話
を
踏
ま
え
て
、
今
世
の
人
々
の
争
い

が
恥
ず
か
し
い
と
述
べ
る
。
こ
の
段
は
、
当
世
の
持
明
院
・
大
覚
寺

両
統
の
争
い
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

Ｆ
こ
れ
は
三
島
の
明
神
に
て
お
は
し
ま
す
。
伊
予
の
三
島
よ
り

は
こ
の
三
島
を
本
神
と
申
し
、
こ
れ
よ
り
は
伊
与
を
本
社
と
申

す
な
る
こ
そ
、
い
と
め
で
た
け
れ
。
仁
徳
天
皇
と
東
宮
と
位
を

互
に
譲
り
お
は
し
ま
し
ゝ
こ
と
も
思
ひ
出
で
ら
れ
て
、
今
の
世

の
人
の
、
我
々
と
争
ひ
い
ふ
こ
そ
恥
づ
か
し
け
れ
。
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ま
た
、
三
島
大
社
で
「
か
た
じ
け
な
き
人
の
御
事
」（
東
宮
の
皇
位

継
承
の
こ
と
だ
ろ
う
）
を
占
う
。

Ｇ
こ
の
家
主
人
、
巫み

女こ

の
第
四
の
座
と
か
や
、
ゆ
ゝ
し
く
ま
さ

し
き
童

わ
ら
は

巫か
ん
な
ぎ女

あ
る
由
申
せ
ば
、
試
み
む
と
思
ひ
て
、
呼
ば
せ

て
神
下
さ
せ
て
、
人
し
て
問
は
す
。「
身
の
訴
へ
あ
り
。」「
や

が
て
か
な
ふ
べ
し
。」「
官
達
の
所
望
あ
り
。」「
す
こ
し
遅
く
あ

ら
む
か
し
。
始
終
は
喜
び
あ
る
べ
し
。」「
又
か
た
じ
け
な
き
人

の
御
事
を
鎌
倉
に
て
申
さ
む
と
思
ふ
、
い
か
ゞ
あ
る
べ
き
。」

「
め
で
た
か
る
べ
し
。」「
構
へ
て
喜
び
ど
も
し
て
、
明
年
の
秋

よ
り
先
に
、
京
へ
帰
し
上
せ
給
へ
」
と
申
せ
ば
、「『
や
す
き

事
。』
と
仰
ら
る
」
と
申
せ
ば
、
ま
づ
嬉
し
く
て
、「
思
ふ
ご
と

く
か
な
ひ
て
、
秋
よ
り
先
に
帰
り
上
ら
む
時
は
、
喜
び
申
す
べ

し
。
よ
く
〳
〵
祈
れ
。」
と
ぞ
申
し
や
る
。

右
で
見
え
る
と
お
り
、
雅
有
は
旅
で
、
ほ
ぼ
毎
日
東
宮
・
東
宮
御
所

を
思
い
出
し
て
、
ま
た
は
東
宮
の
皇
位
継
承
の
こ
と
を
心
配
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
深
い
思
い
の
表
現
方
法
は
、
極
め
て

率
直
と
言
え
よ
う
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
で
は
す
べ
て
直
接
に
「
春
の
宮
」

「
東
宮
」
を
書
き
出
し
て
、
Ｃ
・
Ｅ
・
Ｇ
で
は
や
や
婉
曲
な
表
現
を

使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
難
解
で
は
な
い
。
古
典
を
踏
ま
え
る
の

は
Ｆ
の
み
で
あ
る
。

た
だ
し
Ｆ
に
見
え
る
『
日
本
書
紀
』
へ
の
言
及
も
、
単
に
古
典
を

用
い
る
も
の
と
み
な
し
て
は
い
け
な
い
。
雅
有
が
『
日
本
書
紀
』
の

説
を
引
用
し
て
、「
背
面
（
そ
と
も（

（2
（

）」
と
い
う
言
葉
を
東
宮
に
解
釈

す
る
こ
と
が
『
春
の
深
山
路
』
弘
安
三
年
六
月
一
日
条
に
見
ら
れ

る
。

こ
と
の
つ
い
で
に
「
背
面
」
と
い
ふ
こ
と
、
日
本
紀
の
説
を
申

し
入
る
れ
ば
、
御
興
あ
り
。

ま
た
、
雅
有
は
弘
安
三
年
七
月
十
二
日
に
東
宮
へ
『
日
本
書
紀
』
を

進
講
す
る
。

十
二
日
、
召
し
あ
り
て
坊
に
参
る
。
内
々
日
本
紀
講
ぜ
ら
る
る

故
な
り
。
身
に
あ
て
て
し
か
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。
い
ま

だ
師
説
を
受
け
ず
。
た
だ
好
む
ば
か
り
な
り
。
伯
三
位
資
緒

卿（
（2
（

、
こ
れ
を
読
み
上
ぐ
（『
春
の
深
山
路
』
七
月
十
二
日
条
）。

七
月
廿
九
日
、
雅
有
は
藤
原
資
季
に
『
日
本
書
紀
』『
源
氏
物
語
』

の
難
語
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

廿
九
日
、
二
条
大
納
言
入
道
資
季
卿（

（2
（

の
許
に
向
ひ
て
、
日
本

紀
・
源
氏
の
物
語
難
義
ど
も
、
又
出
仕
方
の
事
ど
も
、
日
暮
し
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尋
ね
聞
き
て
ぞ
、
夜
に
入
り
て
、
内
裏
・
東
宮
へ
は
参
り
ぬ
る

（『
春
の
深
山
路
』
七
月
廿
九
日
条
）。

つ
ま
り
、
Ｆ
で
雅
有
が
『
日
本
書
紀
』
に
触
れ
た
の
は
、
弘
安
三
年

に
『
日
本
書
紀
』
を
研
究
し
、
東
宮
御
所
で
進
講
す
る
と
い
う
彼
の

現
実
経
験
と
直
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
春
の
深
山
路
』
の
旅
を
記
す
部
分
で
、『
日
本
書
紀
』
を
踏
ま
え

る
の
は
五
箇
所
、『
源
氏
物
語
』
を
踏
ま
え
る
の
は
四
箇
所
、『
伊
勢

物
語
』
を
踏
ま
え
る
の
は
五
箇
所
が
あ
る
。
雅
有
は
古
典
の
素
養
に

優
れ
た
人
で
あ
る
（「
飛
鳥
井
雅
有
の
日
記
と
趣
味
生
活
」）。
彼
自
身
の

日
記
『
嵯
峨
の
か
よ
ひ
』『
仏
道
の
記
』
は
『
源
氏
物
語
』
を
ふ
ま

え
た
と
こ
ろ
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（「
飛
鳥
井
雅
有
と
『
源
氏
物

語
』
―
『
嵯
峨
の
通
ひ
』
と
『
仏
道
の
記
』
を
中
心
に
―
」）。
ま
た
、
同
時

代
の
紀
行
文
『
十
六
夜
日
記
』
や
『
と
は
ず
が
た
り
』
紀
行
部
分
に

は
『
伊
勢
物
語
』
へ
の
言
及
が
多
く
見
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（「『
と
は
ず
が
た
り
』
の
物
語
性
を
め
ぐ
る
一
考
察

―
『
十
六
夜
日
記
』
鎌

倉
紀
行
と
の
比
較
を
中
心
に
」）。
当
時
で
は
日
記
・
紀
行
文
で
『
源
氏

物
語
』『
伊
勢
物
語
』
を
踏
ま
え
る
の
は
珍
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、『
春
の
深
山
路
』
に
先
行
す
る
紀
行
文
の

な
か
で
、『
日
本
書
紀
』
へ
言
及
す
る
も
の
は
、
多
く
な
い
よ
う
で

あ
る
（
文
末
の
表
を
参
照
）。
な
お
、
雅
有
自
身
も
、
彼
の
紀
行
文
に

お
い
て
『
春
の
深
山
路
』
を
除
き
、『
日
本
書
紀
』
を
用
い
た
こ
と

が
な
い
。

『
春
の
深
山
路
』
は
そ
の
題
名
が
示
す
と
お
り
、「
春
の
宮
」
の
御

所
へ
通
う
経
験
、「
春
の
宮
」
へ
の
思
い
を
中
心
と
す
る
日
記
で
あ

る
。
率
直
に
思
い
を
表
す
部
分
は
言
う
ま
で
も
な
い
。『
日
本
書
紀
』

へ
の
複
数
の
言
及
も
、
一
見
す
る
と
古
典
を
用
い
て
い
る
だ
け
だ

が
、
実
際
は
雅
有
の
東
宮
御
所
で
の
現
実
経
験
、
す
な
わ
ち
、『
春

の
深
山
路
』
の
主
題
と
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
っ
て
：�

雅
有
が
『
春
の
深
山
路
』
を�

書
い
た
理
由

本
論
文
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
雅
有
は
『
春
の
深
山
路
』
で
東

宮
と
の
親
し
さ
や
、
東
宮
の
即
位
を
待
ち
望
む
気
持
ち
を
表
し
て
い

る
。
蹴
鞠
の
面
に
お
け
る
東
宮
の
配
慮
・
優
遇
が
、
雅
有
の
東
宮
に

傾
倒
す
る
理
由
の
一
つ
だ
と
指
摘
で
き
る
。
一
方
、
東
宮
が
雅
有
を

優
遇
す
る
理
由
は
、
師
弟
と
い
う
個
人
的
な
関
係
の
ほ
か
に
も
、
関

東
祗
候
の
廷
臣
で
あ
る
飛
鳥
井
家
を
通
し
て
、
幕
府
と
の
疎
通
を
図

る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
章
で
述
べ
た
と
お
り
、
飛
鳥
井
家
は
雅
有
が
『
春
の
深
山

路
』
を
記
す
前
に
、
持
明
院
統
・
大
覚
寺
統
の
ど
ち
ら
に
傾
く
の
か

を
明
ら
か
に
示
し
た
こ
と
が
な
い
。
雅
有
が
『
春
の
深
山
路
』
で
東

宮
の
即
位
に
高
い
関
心
を
示
す
こ
と
は
、
政
治
的
な
立
場
を
明
確
化
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さ
せ
る
行
為
と
も
い
え
る
。
持
明
院
統
・
大
覚
寺
統
の
中
で
明
確
に

持
明
院
統
を
選
択
し
た
雅
有
は
、
東
宮
の
即
位
後
に
そ
れ
な
り
の
報

い
を
得
、
父
親
・
祖
父
の
官
位
を
超
え
て
、
正
二
位
民
部
卿
に
至
っ

た
。し

か
し
『
春
の
深
山
路
』
の
創
作
の
目
的
を
単
純
に
政
治
的
な
立

場
を
明
確
に
す
る
た
め
と
み
な
す
の
は
、
一
面
的
で
あ
る
。
東
宮
熈

仁
親
王
は
政
治
的
な
面
で
飛
鳥
井
家
に
意
義
が
大
き
い
だ
け
で
な

く
、
雅
有
個
人
の
人
生
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ

た
と
お
り
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
四
月
に
雅
有
の
父
・
教
定
が

な
く
な
っ
た
。
七
月
に
は
雅
有
が
幼
少
よ
り
仕
え
て
き
た
宗
尊
親
王

は
将
軍
を
廃
さ
れ
て
、
京
へ
送
還
さ
れ
た
。
宗
尊
親
王
は
さ
ら
に
文

永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
に
京
で
逝
去
し
た
。
そ
の
翌
年
の
建
治
元

年
（
一
二
七
五
）
に
雅
有
は
京
か
ら
鎌
倉
へ
東
下
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
旅
の
経
験
に
基
づ
い
て
『
み
や
ぢ
の
別
れ
』
を
執
筆
し
た
。
佐

藤
智
広
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、『
み
や
ぢ
の
別
れ
』
は
表
層
的
に

は
都
と
の
別
れ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
は
、
宗
尊
親
王
へ
向

か
う
路
と
の
別
れ
が
内
在
し
て
い
る
（「
飛
鳥
井
雅
有
『
み
や
ぢ
の
別
れ
』

執
筆
の
背
景
」）。

幼
少
よ
り
仕
え
て
き
た
将
軍
・
宗
尊
親
王
を
失
っ
た
雅
有
は
、
飛

鳥
井
家
と
自
分
の
人
生
の
新
し
い
方
向
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
矢
先
に
息
子
・
雅
顕
を
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
亡
く

し
た
。
彼
が
『
春
の
深
山
路
』
冒
頭
に
「
過
ぎ
に
し
三
年
の
程
は
、

う
ち
続
き
心
の
闇
に
の
み
暗
さ
れ
な
が
ら⋯

⋯

」
と
記
し
た
と
お

り
、
弘
安
三
年
正
月
に
東
宮
に
出
仕
す
る
ま
で
、
雅
有
は
憂
鬱
な
心

持
ち
が
続
い
て
い
た
。

こ
の
憂
鬱
な
状
態
を
変
え
た
の
は
東
宮
御
所
に
仕
え
る
こ
と
で
あ

る
。
蹴
鞠
を
含
む
い
ろ
い
ろ
な
面
で
東
宮
熈
仁
親
王
の
優
遇
を
受
け

た
雅
有
は
、
自
身
お
よ
び
飛
鳥
井
家
の
新
し
い
道
を
見
つ
け
た
。
弘

安
三
年
は
雅
有
の
人
生
の
転
換
点
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
『
春
の
深

山
路
』
は
、
ま
さ
に
彼
の
人
生
の
転
換
期
で
あ
る
弘
安
三
年
の
年
始

か
ら
年
末
ま
で
の
全
記
録
で
あ
る
。

本
論
文
第
四
章
で
分
析
し
た
と
お
り
、『
春
の
深
山
路
』
は
表
層

的
に
前
半
三
分
の
二
が
東
宮
御
所
に
仕
え
る
都
で
の
生
活
、
後
半
三

分
の
一
が
鎌
倉
へ
東
下
す
る
旅
日
記
を
記
す
が
、
そ
の
背
後
に
「
東

宮
」
と
い
う
主
題
が
貫
い
て
い
る
。
狭
義
的
な
「
紀
行
」、
つ
ま
り

旅
を
記
す
部
分
が
『
春
の
深
山
路
』
の
後
半
三
分
の
一
に
限
ら
れ
る

と
は
い
う
も
の
の
、『
春
の
深
山
路
』
の
全
体
は
、
雅
有
の
一
人
の

親
王
（
宗
尊
親
王
）
と
別
れ
、
も
う
一
人
の
親
王
（
東
宮
）
へ
向
か
う

人
生
の
紀
行
で
あ
る
。

引
用
文
献

『
春
の
深
山
路
』『
東
関
紀
行
』

―
『
中
世
日
記
紀
行
集
』
新
編
古
典
文
学
全

集
・
四
八
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。
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『
伏
見
天
皇
宸
記
』
―
笹
川
種
郎
編
、
矢
野
太
郎
校
訂
『
花
園
天
皇
宸
記
二
・

伏
見
天
皇
宸
記
』
史
料
大
成
続
編
・
三
四
、
内
外
書
籍
株
式
会
社
、
一

九
三
八
年
。

『
内
外
三
時
抄
』
―
渡
辺
融
・
桑
山
浩
然『
蹴
鞠
の
研
究
―
公
家
鞠
の
成
立
―
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
。

『
遊
庭
秘
抄
』

―
『
群
書
類
従
』
第
十
二
集
、
経
済
雑
誌
社
、
一
九
○
○
年
。

蹴
鞠
の
専
門
用
語
の
解
説
は
『
蹴
鞠
の
研
究
―
公
家
鞠
の
成
立
―
』
事
項
索
引

に
よ
る
。

家
系
は
黒
板
勝
美
・
國
史
大
系
編
修
會
編
『
尊
卑
分
脈
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
六
六
年
）
に
よ
る
。

官
位
は
黒
板
勝
美
・
國
史
大
系
編
修
會
編
『
公
卿
補
任
』（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
六
四
年
）
に
よ
る
。

参
考
文
献

扶
桑
社
・
霞
会
館
編
、
渡
辺
融
監
修
『
蹴
鞠
』
霞
会
館
、
二
○
一
五
年
。

渡
辺
静
子
・
芝
波
田
好
弘
・
青
木
経
雄
評
釈
「
飛
鳥
井
雅
有
日
記
」「
春
の
み

や
ま
ぢ
」『
中
世
日
記
紀
行
文
学
全
評
釈
集
成
』
第
三
巻
、
勉
誠
出
版
、

二
○
○
四
年
。

水
川
喜
夫
『
飛
鳥
井
雅
有
日
記
全
釈
』
風
間
書
房
、
一
九
八
五
年
。

外
村
南
都
子
校
註
・
訳
「
春
の
深
山
路
」『
中
世
日
記
紀
行
集
』
新
編
古
典
文

学
全
集
・
四
八
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
。

佐
藤
智
広
「
飛
鳥
井
雅
有
『
み
や
ぢ
の
別
れ
』
執
筆
の
背
景
」『
昭
和
学
院
国

語
国
文
』
三
十
七
号
、
二
○
○
九
年
。

中
川
博
夫「
藤
原
教
定
に
つ
い
て（
上
）―
関
東
祗
候
の
廷
臣
歌
人
た
ち（
一
）―
」

『
中
世
文
学
研
究
』、
中
四
国
中
世
文
学
研
究
会
、
一
九
九
○
年
。

井
上
宗
雄
「
飛
鳥
井
雅
有
の
日
記
と
趣
味
生
活
」『
國
文
學
：
解
釈
と
教
材
の

研
究
』
学
燈
社
、
一
九
六
五
年
。

河
野
有
貴
子
「
飛
鳥
井
雅
有
と
『
源
氏
物
語
』
―
『
嵯
峨
の
通
ひ
』
と
『
仏
道

の
記
』
を
中
心
に
―
」『
広
島
女
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌
』
三
十
七
号
、

二
○
○
七
年
。

柳
町
敬
子
「『
と
は
ず
が
た
り
』
の
物
語
性
を
め
ぐ
る
一
考
察

―
『
十
六
夜

日
記
』
鎌
倉
紀
行
と
の
比
較
を
中
心
に
」『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学

論
叢
』
六
号
、
二
○
○
六
年
。
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名所 逢坂 醒井

『日本書紀』における典拠 仲哀紀、神功皇后紀 景行紀

『春の深山路』の旅を記す部分に
おける、『日本書紀』に触れたと
ころ

昔神功皇后の御代に、
忍熊王の謀反により
て。武内大臣追ひ来
て、ここにて行き会ひ
て打ちたりしより、逢
坂とは申す由、大和文
には見えたり。

昔の日本武尊の伊吹の
神の気に心地損へり給
ひけるに、この水にて
心地直り給へるより、
醒井と名付くる由、日
本紀といふ文に見えた
り。

『日本書紀』の同じ箇所を用いた、
先行する紀行文

（29）
限られた範囲（文末注
二十九を参照）で調査
した結果によれば、見
つかっていない

見つからない

墨俣 熱田の宮 三島大社

神代下 景行紀 仁徳紀

暮れて墨俣といふ所に着き
ぬ。（中略）天の鳩舟の飛び
翔りけむもかくやとぞ聞き
居たる（「天の鴿（はと）舟」
は『日本書紀』神代下で「熊
野の諸手船（もろたぶね）」
の別名とされる船の名であ
る）。

熱田の宮は、昔日本武命
東 を 平 ら げ 給 ひ し 時、

（中略）天の早斬りの剣
にて草を薙ぎて逃れ給ひ
しかば、その剣を草薙ぎ
の剣と申しき。

これは三島の明神にてお
はします。（中略）仁徳
天皇と東宮と位を互に譲
りおはしましゝ事も思ひ
出られて、（以下省略）

見つからない 『東関紀行』
又いはく、「この宮の本
体は、草薙と申し奉る神
剣なり。景行の御子、日
本武尊と申す、夷をたひ
らげて帰り給ふ時、（中
略）剣は熱田にとまり給
ふ」ともいへり。

見つからない
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注（
1
）	『
も
が
み
の
河
路
』
は
和
歌
を
中
心
に
綴
っ
た
短
い
作
品
で
あ
る
。
雅
有

の
都
を
恋
し
く
思
う
気
持
ち
と
、
故
郷
や
鎌
倉
に
対
す
る
感
慨
は
読
み

取
れ
る
が
、
そ
の
思
慕
・
感
慨
の
対
象
を
特
定
の
人
に
絞
る
こ
と
が
難

し
い
。『
み
や
ぢ
の
別
れ
』
に
見
え
る
雅
有
の
都
恋
し
さ
の
背
後
に
は
、

幼
少
よ
り
仕
え
た
宗
尊
親
王
と
の
別
れ
が
内
在
し
て
い
る
と
、
佐
藤
智

広
氏
（「
飛
鳥
井
雅
有
『
み
や
ぢ
の
別
れ
』
執
筆
の
背
景
」）
が
指
摘
す
る
。

し
か
し
『
み
や
ぢ
の
別
れ
』
で
は
、
雅
有
は
自
分
の
追
憶
す
る
人
が
宗

尊
親
王
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
な
い
。

（
2
）	

教
定
は
関
東
祗
候
の
廷
臣
と
し
て
、
朝
幕
と
い
う
二
重
的
な
身
分
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
鎌
倉
を
本
拠
に
し
て
活
動
し
て
い
た
と
は
い
え
、

彼
の
幼
年
期
・
青
年
期
に
は
、
京
で
の
活
動
や
一
定
期
間
の
滞
在
も
確

認
で
き
る
（「
藤
原
教
定
に
つ
い
て
（
上
）
―
関
東
祗
候
の
廷
臣
歌
人
た

ち
（
一
）
―
」）。
雅
有
も
十
二
歳
の
時
、
後
嵯
峨
院
の
会
で
上
鞠
を
勤

め
た
記
録
が
見
ら
れ
る
（『
内
外
三
時
抄
』）。
雅
有
の
幼
年
は
、
京
と
無

縁
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
3
）	『
嵯
峨
の
か
よ
ひ
』
十
一
月
廿
六
日
条
で
、
為
家
が
無
文
燻
革
韈
を
着
用

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

無
文
燻
革
韈
（
む
も
ん
ふ
す
べ
か
わ
の
し
と
う
ず
）
と
は
無
文
の
燻
革

で
作
っ
た
韈
。
臣
下
の
者
で
、
身
分
・
年
功
・
技
量
を
総
合
し
て
最
高

ラ
ン
ク
の
鞠
足
に
勅
許
さ
れ
る
韈
で
あ
る
。

（
4
）	

藤
原
成
通
。

（
5
）	

藤
原
頼
輔
、
雅
経
の
父
、
雅
有
の
高
祖
父
。
成
通
の
蹴
鞠
の
弟
子
。

（
6
）	

十
四
世
紀
中
期
に
成
立
し
た
か
。
作
者
は
二
条
為
定
（
為
世
の
孫
）
と

伝
わ
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
考
証
が
必
要
で
あ
る
。

（
7
）	

弘
安
三
年
正
月
十
九
日
。

（
8
）	「
院
」
は
後
深
草
院
を
指
す
。「
新
院
」
は
亀
山
院
を
指
す
。
当
時
は
亀

山
院
の
院
政
下
に
あ
る
。

（
9
）	

冷
泉
富
小
路
殿
の
後
深
草
院
御
所
に
あ
っ
た
鞠
庭
。

（
10
）	

近
衛
家
基
。
当
時
は
正
二
位
、
内
大
臣
で
あ
る
。

（
11
）	

雅
有
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、『
春
の
深
山
路
』
の
注
釈
書
の
『
飛
鳥
井

雅
有
日
記
全
釈
』・『
中
世
日
記
紀
行
文
学
全
評
釈
集
成
』
第
三
巻
は
こ

の
観
点
を
持
つ
。

（
12
）	

奉
行
：
こ
こ
で
は
鞠
会
を
執
り
行
う
役
目
を
指
す
。『
春
の
深
山
路
』
で

蹴
鞠
の
奉
行
を
担
当
し
た
と
確
認
で
き
る
の
は
、
藤
原
重
清
（
藤
原
長

良
孫
）、
洞
院
公
守
、
二
条
為
氏
の
三
人
で
あ
る
。
確
か
に
重
要
な
役
目

で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
蹴
鞠
の
「
重
代
の
家
」（
難
波
家
・
飛
鳥
井
家
・

御
子
左
家
）
出
身
の
者
が
務
め
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
13
）	

上
鞠
渡
し
：
為
世
と
雅
有
と
の
間
に
起
こ
っ
た
上
鞠
を
め
ぐ
る
確
執
を

指
す
の
か
。

（
14
）	

難
波
宗
継
の
曽
祖
父
・
難
波
宗
長
は
嫡
流
と
し
て
藤
原
頼
輔
の
跡
を
継

い
だ
。
雅
有
の
祖
父
・
飛
鳥
井
雅
経
は
宗
長
の
弟
で
あ
る
。
飛
鳥
井
家

は
難
波
家
の
庶
流
で
あ
る
。

（
15
）	

上
鞠
事
件
が
起
こ
っ
た
、
正
応
二
年
三
月
二
日
の
こ
の
鞠
会
に
出
席
す

る
難
波
家
（
難
波
宗
継
）、
御
子
左
家
（
京
極
為
兼
・
二
条
為
実
・
二
条

為
雄
）
の
人
々
の
官
位
：

難
波
宗
継
の
当
時
の
官
位
は
不
詳
だ
が
、
極
位
極
官
は
正
四
位
下
左
少

将
、
刑
部
卿
で
あ
る
。
二
条
為
実
は
当
時
、
正
四
位
下
左
中
将
で
あ
る
。
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二
条
為
雄
は
当
時
、
正
四
位
下
加
賀
権
介
で
あ
る
。

京
極
為
兼
は
当
時
、
正
四
位
下
参
議
で
あ
る
。
同
年
四
月
に
従
三
位
に

叙
せ
ら
れ
る
。
同
年
十
二
月
に
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
昇

進
が
は
や
く
、
正
応
四
年
七
月
に
権
中
納
言
に
補
任
さ
れ
、
正
応
五
年

七
月
に
従
二
位
に
至
る
。

（
16
）	

鞠
場
に
立
て
ら
れ
た
樹
木
。
障
害
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
鞠
が
そ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
障
壁
で
も
あ
っ
た
。

（
17
）	『
春
の
深
山
路
』
原
文
：「
廿
一
日
、
鎌
倉
よ
り
使
あ
り
。
下
べ
き
由
な
り
。

思
設
け
た
る
事
な
れ
ど
、
さ
し
あ
た
り
て
は
胸
拉
ぐ
る
心
地
す
。」
雅
有

は
鎌
倉
下
向
の
理
由
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。

（
18
）	

雅
有
は
鎌
倉
へ
下
る
途
中
で
、
即
位
に
あ
た
っ
て
不
破
の
関
で
行
わ
れ

る
べ
き
警
固
の
儀
や
、
仁
徳
天
皇
と
弟
・
菟
道
稚
郎
子
と
が
皇
位
を
互

い
に
譲
る
故
実
に
対
し
て
、
関
心
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
雅
有
の

東
下
途
中
で
示
し
た
関
心
か
ら
見
れ
ば
、
東
宮
が
伝
え
た
い
事
項
は
皇

位
継
承
と
関
わ
っ
て
い
る
と
、
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
19
）	

後
深
草
院
右
衛
門
督
局
。
源
時
経
女
。
伏
見
院
の
琵
琶
師
範
。

（
20
）	「
今
も
な
ほ
」
は
、
東
下
の
前
に
雅
有
が
東
宮
御
所
の
歌
会
で
詠
ん
だ
歌

「
か
ね
て
よ
り
」
に
対
し
て
東
宮
が
詠
ま
れ
た
歌
。

（
21
）	

歌
枕
。
現
在
、
滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
鏡
。
宿
駅
の
一
つ
。「
鏡
山
い
ざ

立
ち
寄
り
て
見
て
行
か
ん
年
経
ぬ
る
身
は
老
い
や
し
ぬ
る
と
」（
古
今
集
・

八
九
九
）
が
有
名
で
あ
る
。

（
22
）	

現
在
、
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
。

（
23
）	

固
関
（
こ
げ
ん
）
の
こ
と
。
天
皇
の
即
位
・
譲
位
、
天
皇
・
上
皇
の
崩
御
、

内
乱
な
ど
の
時
、
鈴
鹿
・
不
破
・
越
前
愛
発
（
の
ち
に
逢
坂
）
の
三
関

を
閉
じ
る
こ
と
。
形
式
化
し
て
い
る
が
、
当
時
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の

と
み
ら
れ
る
（『
中
世
日
記
紀
行
集
』
注
釈
に
よ
る
）。

（
24
）	

現
在
、
岐
阜
県
岐
阜
市
柳
津
町
高
桑
。

（
25
）	

雅
成
親
王
（
一
二
○
○
〜
五
五
）。
後
鳥
羽
院
の
皇
子
。
承
久
の
乱
で
但

馬
国
へ
配
流
さ
れ
る
。
配
流
所
で
没
し
た
。
六
条
宮
・
但
馬
宮
と
も
。

実
際
は
、
高
桑
宮
は
惟
明
親
王
（
後
鳥
羽
院
の
兄
宮
、
承
久
三
年
（
一

二
二
一
）
没
、
四
十
三
歳
）
の
曽
孫
で
あ
る
（『
中
世
日
記
紀
行
集
』
注

釈
に
よ
る
）。

（
26
）	

光
の
射
す
南
（
影
面
（
か
げ
お
も
）
に
対
し
て
、
そ
の
背
面
の
意
。
北
側
。

「
山
の
陽
（
み
な
み
）
を
影
面
と
曰
ふ
。
山
の
陰
（
き
た
）
を
背
面
と
曰
ふ
」

（
日
本
書
紀
・
成
務
五
年
九
月
）（『
中
世
日
記
紀
行
集
』
注
釈
に
よ
る
）。

（
27
）	

資
緒
王
（
一
二
五
○
―
一
二
九
七
出
家
）。
花
山
源
氏
、
資
基
王
男
。
従

三
位
、
三
一
歳
。

（
28
）	

藤
原
資
季
（
一
二
○
七
―
八
九
）。
七
十
四
歳
。
蹴
鞠
を
含
む
、
い
ろ
い

ろ
な
故
実
に
詳
し
い
人
だ
と
雅
有
が
評
価
す
る
（『
春
の
深
山
路
』
一
月

廿
二
日
条
）。

（
29
）	

た
だ
し
、『
中
世
日
記
紀
行
集
』（
小
学
館
）、『
中
世
日
記
紀
行
文
学
全

評
釈
集
成
』
第
二
・
三
巻
（
勉
誠
出
版
）、『
土
佐
日
記
』（
小
学
館
）
の

注
釈
に
限
っ
て
調
査
し
た
結
果
。

本
論
文
は
、
国
際
研
究
集
会
「〈
紀
行
〉
研
究
の
新
展
開
」（
二
○
二
三
年
二
月
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
際
多
く
の
方
々
か
ら
御
教
授
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費21H

00506

、23K
J1427

の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
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